
令和８年度第１回名寄市地域公共交通活性化協議会

日 時：令和８年５月２０日（水）

１０時００分～１１時０５分

場 所：駅前交流プラザよろーな

１階大会議室

１ 開 会

２ 会長挨拶

３ 報告事項

（１）「のるーと名寄」の運行状況について

ライドデータ分析レポート 資料 1-1

V2GOLD のトライアル 資料 1-2

→事務局及びシステム事業者より説明

（２）士別軌道株式会社が運行する中多寄線の運賃の誤りについて 資料 2

→事務局より説明

（３）名士バス株式会社が運行する興部線の運行時刻の改正について 資料 3

→事務局より説明。

本来協議事項とする案件であることから、後日書面等の方法により可否の確認を行う。

４ 協議事項

（１）「のるーと名寄」の実証運行後の運行について 資料 4-1～4-3

→事務局より説明

→（委員）乗降場所の統廃合等の整理を行うとのことだが、現在の利用者の数だけで決

めず、未来の需要等も含めて柔軟に検討してほしい。

（会長）ご意見を参考としながら、街中の人口密度の濃淡等の状況により状況が変わ

っていくことが想定され、今後も乗降場所の検討は最適配置に向け適宜行っていか

なければならない。

（委員）全国的に乗務員不足が深刻化しており、コロナ禍前よりタクシー乗務員が２

割減少しているデータもあり、乗務員の高齢化も進んできているなか、運行時間が

延長されたことによる乗務員の勤務時間への影響はあるのか。

（委員）勤務時間は運行時間が増えた分は増加しているが、現状の運行時間の体制の

中では大きな問題にはなっていない。更なる運行時間の延長が議題となった場合に

は人員体制等を含め課題となってくる。



５ その他

６ 閉 会
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Disclaimer

本資料に記載されている内容について本日時点で一切の確約 / 保証 / コミットメントを

示すものでは御座いませんこと、予めご了承ください。

V2GOLDのトライアルにつ

いて

持続可能な公共交通･社会の実現へ

2026.5.11

ネクスト･モビリティ株式会社
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Next Mobility Co., Ltd. , Proprietary and Confidential 1

V2GOLD機能紹介

システム Engine 具体的な内容

V2 GOLD
（Global Optimization Live Duty）

• 乗車直前まで予約と車両の紐付き変化をさせる事で更に効率を高めます。
尚、次の予約に向かって走行している際に当該予約が他の車両に再配置

される事はない

号車確定

乗車時間予約完了 乗車2時間前

再配車なし

GOLD 号車変更の可能性あり

【補足】
✓ 車両の紐付きは常に変化するため、履歴は記録されない

✓ 現在向かっている先の予約（直近の予約）紐付きの変更はないため、乗務員のオペレーションは変化なし
✓ サービス及びフリートを跨ぐ、予約の変更は無し（例：一般サービス →  スクールサービス）



Next Mobility Co., Ltd. , Proprietary and Confidential

トライアルについて

• 目的 V2GOLDの機能により、

乗合率を高めることの可否の検証。

• 期間   ３ヶ月（分割実施が可能）

• 実施月（案）   1ヶ月間 2026年9月

2ヶ月間 2027年1月、2月

• 実施内容 V2 GOLDの適用

• トライアル実施費用 無料
2
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事 務 連 絡

令和８年５月 12 日

委員各位

名寄市地域公共交通活性化協議会

会長 橋本 正道

士別軌道株式会社のバス運賃表における記載誤りについて

委員の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

日頃から本協議会の運営にあたり多大なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、令和７年８月29日開催の本協議会において承認されました同年10月１日実施の「士別

軌道株式会社が運行する乗合バス（中多寄線）の運賃改定」に関し、届け出を行った運賃表の

記載に一部誤りがあることが判明いたしました。

誤りのあった箇所および内容は下記のとおりです。

委員の皆様には多大なるご迷惑をおかけしましたことを、深くお詫び申し上げます。

記

１ 訂正内容

風連 ⇔ 日向温泉 【誤】650 円 ⇒ 【正】980 円

２ 利用者への影響と今後の対応について

当該区間の運賃については、無料で乗車できる区間のため、利用者への金銭的な影響はあり

ません。

本件に伴う届出書類の修正については、令和８年５月20日に開催予定の「令和８年度第１回

地域公共交通活性化協議会」において経過等を含め報告させていただく予定です。



名寄市地域公共交通活性化協議会 専門部会　委員名簿

役職

会長

委員

委員

委員

委員

※「法」とは、「道路運送法」をいう。

※本専門部会は、法第９条第４項に基づく運賃に関する協議会である。

区分 所属 氏名

法第９条第４項第１号
当該路線等をその区域に含む市町村

名寄市副市長 橋本　正道

法第９条第４項第２号
当該運賃等を定めようとする一般乗合旅客
自動車運送事業者

士別軌道株式会社
経営管理部長

大内　紀幸

法第９条第４項第３号
当該路線等を管轄する地方運輸局長

北海道運輸局旭川運輸支局
首席運輸企画専門官

高橋　昭憲

法第９条第４項第４号
第１号に規定する市町村の長が関係住民の
意見を代表するものとして指名する者

名寄市町内会連合会
副会長

久保　和幸

法第９条第４項第４号
第１号に規定する市町村の長が関係住民の
意見を代表するものとして指名する者

風連商工会
事務局長

浅野　弘幸
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実証運行　　月～金　７時～１７時 ➡ ７時～１８時（終了時刻１時間の拡大）

判断基準　　前年同月(各月・１～４月)と比較して、１日平均の利用者数が増加しているか

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

利用者数　　　１台での運行でありながら、１日平均で3.7名の利用があり、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夕方以降の移動需要に対応している

　　　　　　　

状　　況　　さらなる運行時間の拡大は、現状では運転手のシフト体制を考慮すると難しい

① 運行時間

「のるーと名寄」実証運行→本格運行について

１月 ２月 ３月 ４月 平均

R7 57.1 69.8 66.1 53.8 61.7 

R8 95.2 100.8 97.0 82.5 93.9 

R8-R7 38.1 31.0 30.9 28.7 32.2 

　 １月 ２月 ３月 ４月 計

全体（平日のみ） 1,870 1,814 2,037 1,733 7,454

拡大分（17:00～
18:00）

65 76 85 67 293

１日平均 3.4 4.2 4.0 3.2 3.7

1
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「のるーと名寄」実証運行→本格運行について

実証運行　　土　９時～１３時（新規追加）

判断基準　　平日と比較して、半数程度の利用があるか

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

利用者数　　１台での運行ながら、４か月間で346名（1日平均21.6名）の利用があり、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　買い物や通院、名寄駅への移動の手段となった

状　　況　　さらなる運行曜日の拡大は、現状では運転手のシフト体制を考慮すると難しい

② 運行曜日

　 １月 ２月 ３月 ４月 平均

平　日11h ① 95.2 100.8 97.0 82.5 93.9 

平　日 4h ② 34.6 36.7 35.3 30.0 34.1 

②×１/２ ③ 17.3 18.3 17.6 15.0 17.1 

土曜日 4h ④ 20.3 20.0 24.0 22.3 21.6 

④ ー ③ 2.9 1.7 6.4 7.3 4.6 

2



実証運行　　４か所の新設、コミュニティバス停留所と併用していた４５か所を含む移設

判断基準　　月の利用が７名以下で、乗降場所が比較的密集している乗降場所を抽出して

　　　　　　撤去を検討

利用者数　　コンビニやカフェなどの新設された乗降場所では、計431名の乗降があった

　　　　　　また、新設を含むコンビニの乗降場所では、計542名の乗降があり、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用者の利便性の向上が図られた

状　　況　　運行状況データをもとに一定程度乗降場所の整理を進める方向性

　　　　　　・月の利用者が概ね７名以下（現状18か所あり）

　　　　　　・乗降場所が比較的密集している

　　　　　　・道路の両サイドに乗降場所がある

　　　　　　以上をおおまかな判断基準とし、各乗降場所の状況を総合的に判断しながら

　　　　　　整理を進める。

　　　　　　事務局で案を作成し、運行事業者及び交通利用者代表を含め議論予定。

　　　　　　検討作業期間６～８月頃、９月～１０月市民周知、１１月適用の予定

　　　　　　利用者の利便性を低下させず、他公共交通との役割分担を図れるよう周知期

　　　　　　間も含めて検討を進める。

　　　　　　ミーティングポイントの目印をわかりやすくする工夫については、サイズや

　　　　　　素材の変更等の検討を進める。

③ 乗降場所

「のるーと名寄」実証運行→本格運行について

3



「のるーと名寄」実証運行→本格運行について

実証運行　　７日前から予約受付可能、電話予約は土曜日受付拡大（９時～１２時３０分）

状　　況　　土曜日の受付件数は毎月増加し、４月には電話受付の10.5％を占める

　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

④ 予約可能日

　 １月 ２月 ３月 ４月 計

全件数 1,865 1,708 1,873 1,537 5,998

アプリ・LINE 1,350 1,200 1,273 985 3,823

電話 515 508 600 552 2,175

うち土曜日受付
19 30 41 58 148

3.7% 5.9% 6.8% 10.5% 6.8%

実証運行　　Yoroca支払いで２割引きキャンペーン

状　　況　　３月と４月は、利用者の半数以上がYoroca支払いで乗車している

　　　　　　登録者数も着実に推移し、新規の方にもご利用いただくことで、

　　　　　　　　　　　　　　　　　一定の利便性を実感していただけたものと考えている

⑤ 運賃

4





2,743 , 
46%

3,268 , 
54%

実証後（R8.1月～3月）支払状況

Yoroca利用
現金利用

1,109 , 
22%3,823 , 

78%

実証前（R7.10月～12月）支払状況

Yoroca利用 現金利用

のるーと名寄 × Yoroca

　※倍増要因　〈期間限定ポイント〉
　◆Ｒ６物価高騰対策臨時交付金活用　世　帯 　　7,000pt付与　（R8.　1.31まで）
　◆Ｒ７物価高騰対策臨時交付金活用　ひとり　15,000pt付与　（R8.10.31まで）　　

【実証運行】

　目的①　「のるーと」実証運行のＰＲ（利用促進）
　目的②　「のるーと」で街中移動・買い物支援（経済効果）

Yoroca
利用倍増

【実証結果】　　　　　　　　〈実証前：12月〉　〈実証後：3月〉
　平均利用者数/日　　　　　　　91.4%　→　97.0　％　（＋5.6％）
　累計登録者数/月　　　　　　2,265人　→　2,544人　（＋279人）
　Yoroca利用者（３ヵ月平均）　22％　→　46％　　　　（＋24％）



「のるーと名寄」実証運行→本格運行について

⑥ 実証運行の効果

7



「のるーと名寄」実証運行→本格運行について

１ 利用者数の着実な増加

　　〇前年同月比（１月～４月）では、すべての月で総乗客数・１日当たりの乗客数ともに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　前年および前々年を大きく上回る利用実績を記録した

　　〇本年３月には過去最高となる総乗客者数2,133人を記録した

　　〇コミバス廃止前の昨年１２月は、５０代以上の利用者が３９％であったのに対し、

　　　　　　　　本年４月には５５％に達しており、コミバスからの転化の影響と考えられる

２ パラメータ変更の影響

　　〇運行効率の改善を図るため、パラメータの変更を実施した

　　

　　○効果についての分析は次ページのとおり

8



「のるーと名寄」実証運行→本格運行について

●乗合率のパラメータ変更分析

【パラメータ変更内容】
〇乗降時間
  90秒 → 30秒
〇乗合寄道許容幅
  17分 → 23分

～　実証結果　～
R8.1-2  R8.3-4 

【待ち時間】
29.71分  →  17.25分

【キャンセル率】
31.17％ → 24.9％

9



「のるーと名寄」実証運行→本格運行について

10

① 運行時間　　　月～金　７時～１８時の終了時刻１時間の拡大（実証運行と同じ）

② 運行曜日　　　土曜日　９時～１３時の新規追加（実証運行と同じ）

③ 乗降場所　　　４か所の新設、コミュニティバス停留所と併用の４５か所を含む移設

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（実証運行と同じ）

④ 予約可能日　　７日前から予約受付可能、電話受付は土曜日受付拡大（実証運行と同じ）　　　

⑤ 運賃　　　　　実証運行終了に伴い、キャンペーン終了

　　　　　　　　　➡ これまでの利用実績を踏まえ、持続可能な運行体制を構築していく

今後も利用促進や利便性の向上に努めつつ、適正な運営を通じて持続可能な運行体制を構築し

ていく方針であり、地域の公共交通として長く定着するよう、市民の皆様のご理解をいただき

ながら、着実な推進に努めていく

⑦ 本格運行



「のるーと名寄」に関する利用
者アンケート調査

実施期間：令和８年３月26日～４月17日
回答数：375件
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「のるーと」を利用したことはありますか

市公式LINE等でも周知した結果、利用したことがない層からの回答も得るこ
とができた。



「のるーと」をどのくらいの頻度で利用していますか

月数回から週数回まで幅広く利用されています。「月に1～3日」「年に数回」「週に
1～2日」が多く、日常的に毎日使う人よりも、必要な時に利用する人が多い傾向です。



利用目的について教えてください（複数回答可）

「買い物」「通院」が多く、次いで「通勤」「通学」も見られます。生活に
必要な移動での利用が中心となっています。



「のるーと」の運行前は、どのような交通手段を利用して
いましたか（複数回答可）

「コミュニティバス」「徒歩・自転車」「タクシー」が多く、自家用車利用
からの転換は少数とみられる。



乗ってみようと思ったきっかけを教えてください
（複数回答可）

「コミュニティバス廃止」「タクシーより安い」「便利そう」が主な利用の
きっかけとなっている。



乗ったことがない方に乗ってもらうにはどうした
ら良いと思うか教えてください（複数回答可）

「利便性向上」「のるーとを理解してもらう取り組み」「電話予約やアプリ操作の不安解消」が多
く、幅広い方にのるーとを理解していただく取り組みが必要とされている。



運行時間の拡大について

「非常に便利になった」「少し便利になった」が多い一方、「変わらない」
も一定数ある。運行時間拡大は一定の評価をえている。



運行日の拡大について

「便利になった」とする回答が多く、回答者からは土曜日午後や日曜日の運
行を希望する回答が多く見られます。



乗降場所の移設・新設について

「非常に便利になった」「少し便利になった」とする回答がある一方、「変
わらない」も多く、乗降場所は検討の余地がある。



予約可能期間の拡大について

「便利になった」が半数以上である一方、「変わらない」も一定数あり、直
前予約のニーズがある方の回答と考えられる。



より利便性を高めるには、何を希望しますか
（複数回答可）

「運行時間・運行日の拡大」が一番多く、「予約を取りやすくする」「乗降
場所の表示の工夫」が次いで多くなっています。



実証運行への自由意見

「のるーと名寄」を必要な移動手段として評価する声があ
る一方、予約の取りにくさ、待ち時間の長さ、運行時間・
運行日の不足、乗降場所の分かりにくさ等が主な課題とし
て挙げられている。
特に、通勤・通学・通院など時間に制約がある利用では、
予約時間の遅れや待ち時間への不満が強くなっており、冬
に外で待っているのがつらいなど、運行の遅れ等の状況が
確認できない電話予約の課題も挙げられています。



利用における満足度を教えてください

「大変満足」「少し満足」「普通」が中心です。不満と回答した層は50代以上の通
勤・通院・買い物利用が８割程、若年層では通勤・通学利用で不満がみられる。



どのような点に満足していただけましたか
（最大３つ）

「事前に予約ができる」「利用しやすい運賃」「アプリ操作が簡単」「乗降場所まで
の距離が近い」が多く、予約・料金・操作性・距離が評価されている。



どのような点に不満を持たれましたか
（最大３つ）

「乗りたい時間に乗れない」「待ち時間が長い」「運行終了時間が早い」「乗降場所
が分かりにくい」が多く、時間面の利便性や乗降場所に不満が集中しています。



「のるーと名寄」は運賃収入だけでは運行できないため、市民の皆さんの税金などから運行費用が負担されています。
持続可能で、かつ、地域の民間公共交通機関と共存できるような運賃設定が必要であると考えています。運賃の設定
について、あてはまるものを選択してください。

「妥当である」が最も多く、現在の運賃を受け入れている回答が多い。「高い」と回答した人では、
150円～200円程度を希望する回答が多く見られ、「安い」と回答した人では300円以上でもよいと
いう回答もある。



どのような工夫・改善があれば、もっと乗ってみ
ようと思うか教えてください。（複数回答可）

「運行時間・運行日の拡大」が多く、次いで「乗降場所の表示の工夫」「待
ち時間の短縮」「回数券や定期券の導入」が続きます。



年代

10代から80代以上まで幅広い年代から回答があった。特に中高年層・高齢者
層の回答が多い傾向にある。



職業・就業

「正規の職員・従業員」「無職」「パート・アルバイト」の割合が多い。回答あった中で職業・就業別の利用率で
学生は８割以上が利用しているが、「その他・無職・パート・アルバイト」は５割程度の利用率であり、「正規の
職員・従業員」では36％ほどの利用率となっている。



本市のあるべき公共交通に関する自由記載

「のるーと名寄」の継続・改善を求める声とともに、コミュニ
ティバスの必要性を指摘する意見が多く見られた。特に、通
勤・通学・通院など、到着時刻が重要となる移動では、予約時
間の変更や待ち時間の長さが課題として挙げられており、定時
定路線型の交通を求める意見が見られた。さらに、風連・智恵
文・農村地区など、市街地以外の地域における移動手段の確保
を求める意見もみられた。病院、商業施設、公共施設、福祉施
設など、生活に必要な施設へのアクセス向上を求める声も多く、
乗降場所の見直しや分かりやすい案内表示の整備も重要な課題
である。



全体を通して

 「のるーと名寄」は、利用者から安価で予約できる移動手段として一定の評
価を得ており、買い物・通院・通勤・通学など、日常生活の移動に利用されて
おり、高齢者層や学生、通勤利用など、幅広い層で利用が見られます。
 また、アプリ等を使いこなせる層では評価が高い傾向となっている。
 一方で、主な課題は、乗りたい時間に乗れないこと、待ち時間が長いこと、
運行時間・運行日、乗降場所の分かりにくさに集中している。また、コミュニ
ティバス廃止後の代替手段として期待されている一方、定時性や確実性の面で
不満も見られる。
 今後は、予約の取りやすさや待ち時間の改善、土日・夕方以降の運行拡大、
乗降場所の見直し、回数券・定期券や割引制度の導入などを検討し、より使い
やすい公共交通として改善していくことが求められます。


